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要       約 

太平洋北部におけるヤナギムシガレイの漁獲量は大きく変動している。近年では 1995 年

から増加がみられ、1998、1999 年に過去最高を記録した。その後急激に減少し、2001 年

にはピークの 1/3 程度に落ち込んだ。その後は 2007 年まで安定して推移している。 

資源水準はコホート解析による資源量推定値、沖底の CPUE から水準は中位、動向は横

ばいと判断される。しかし、1990 年代後半と比べると漁獲量、資源量ともに少なく、2006、

2007 年の加入量も多くない。そこで、親魚量をある程度維持しつつ、資源水準を回復させ

ることを資源の管理目標とした。F30%SPR を基準値とし、Flimit= F30%SPR としたとき

の漁獲量を ABC limit とした。また、Ftarget=Flimit ×0.8 とし、この時の漁獲量を

ABCtarget とした。 

2009年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABC limit 88トン F30%SPR 0.34 23%

ABC target 73トン 0.8F30%SPR 0.28 19%

F値は各年齢の平均値

年 資源量（トン） 漁獲量（トン） F値 漁獲割合

2006 581 157 0.36 27%

2007 461 166 0.59 36%

2008 383

年は暦年、F値は各年齢の平均である。

水準： 中位  動向： 横ばい 

 

1．まえがき 

ヤナギムシガレイは体長 40cm ほどに達する中型の異体類で、北海道南部以南の日本各地

から黄海、渤海および東シナ海の水深 400ｍ以浅の砂泥域に分布している。本種の産業的価

値は高く、特に抱卵している雌を天日で干したものは「子持ちヤナギ」とよばれ最高級の

干物魚となっている。太平洋北部では主に大陸棚上で底びき網によって漁獲されている。

本海域における沖合底びき網漁業の漁獲量は長期的に大きく変動しており、資源の変動も
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2+で全長 20cm 台前半に達することから、この 2 つの山は 2 年続けて卓越年級が発生した

ためであると考えられる。2003～2005 年の 3 年間は後期に 15～19cm の山が認められてお

り、比較的安定した加入があった。2006 年には漁獲物に小型魚のモードが認められないこ

とから、加入は多くなかったと考えられるが、2007 年には小さいながらも小型魚のモード

が認められる。 

 

（4）資源量と漁獲割合の推移 

福島県における漁獲物をベースに、東北北部のヤナギムシガレイの年別、年齢別漁獲尾

数を求めた。次にその年別、年齢別漁獲尾数を元にコホート解析によって年齢別資源尾数

および漁獲死亡係数を算出した（詳細は補足資料 2 参照）。寿命や年齢別の体重に雌雄差が

表3．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの年齢別漁獲尾数（千尾）

年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

1 1,445 246 32 715 447 683 739 628 149 397

2 2,612 1,625 186 215 960 225 675 1,113 1,245 196

3 543 1,060 1,484 59 479 515 191 459 654 375

4 187 199 423 364 144 260 352 170 313 263

5以上 16 41 57 152 171 289 133 138 299 295

合計 4,802 3,171 2,182 1,505 2,202 1,972 2,091 2,508 2,660 1,526

表4．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの資源尾数（千尾）

年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

1 8,221 1,413 2,061 4,321 2,107 4,134 4,721 4,117 923 2,338

2 5,844 5,127 883 1,577 2,734 1,246 2,617 3,024 2,652 587

3 1,055 2,247 2,559 524 1,039 1,282 771 1,442 1,373 966

4 295 342 814 683 356 386 544 433 718 492

5以上 25 70 109 296 299 328 151 156 339 552

合計 15,440 9,200 6,428 7,402 6,535 7,376 8,805 9,172 6,004 4,936

注）コホート解析による推定値

表5．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの漁獲死亡係数

年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

1 0.22 0.22 0.02 0.21 0.28 0.21 0.20 0.19 0.20 0.21

2 0.71 0.44 0.27 0.17 0.51 0.23 0.35 0.54 0.76 0.48

3 0.88 0.76 1.07 0.14 0.74 0.61 0.33 0.45 0.78 0.58

4 1.27 1.08 0.89 0.92 0.61 1.44 1.32 0.59 0.68 0.93

5以上 1.27 1.08 0.89 0.92 0.61 1.44 1.32 0.59 0.68 0.93

平均 0.87 0.72 0.63 0.47 0.55 0.78 0.70 0.47 0.62 0.63

注）コホート解析による推定値

表6．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの資源重量（トン）

年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

1 178 31 45 94 46 89 102 89 20 51

2 365 320 55 98 171 78 163 189 165 37

3 124 265 302 62 122 151 91 170 162 114

4 53 61 145 122 63 69 97 77 128 88

5以上 8 22 34 92 93 102 47 49 105 172

合計 727 698 581 468 495 489 501 574 581 461

注）資源尾数に各年齢の平均体重（6月）を乗じたもの

性比は1:1と仮定し、5歳魚以上の個体はすべて雌とした
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20 年度）の 1－3）－（2）に基づき、Flimit=基準値×β1によって ABC を算定した。基準

値を F30%SPR とし、β1を１とした。また、安全率 0.8 を Flimit に乗じたものを Ftarget

とし、このときの漁獲量を ABCtarget とした。その結果、ABClimit=88 トン、ABCtarget=73

トンと算出された。 

 

2009年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABC limit 88トン F30%SPR 0.34 23%

ABC target 73トン 0.8F30%SPR 0.28 19%

F値は各年齢の平均値

（3）ABClimit の評価 

 F30%SPR を基準値とすることにより、2009 年および 2010 年の漁獲量はやや少なくなる

ものの、2011 年には 2007 年とほぼ同じレベルの漁獲量になる。また、若齢魚の漁獲圧が低

いこと、5 年後の資源量も過去最高レベルと十分に資源の回復が見込めることから、β1 に

は 1 を採用した。 

 

（4）ABC の再評価 

 2007 年および 2008 年の ABC はそれぞれ再々評価および再評価で減少した。この要因に

は、加入尾数が近年の平均値よりも少なかった影響が大きい。また、2007 年の漁獲量は暫

定値ながらも、再評価、再々評価の値よりも多かった。 

評価対象年 管理 資源量 ABC limit ABC target 漁獲量

（当初・再評価） 基準 （トン） （トン） （トン） （トン）

2007年（当初） 0.8F30%SPR(0.28) 497 104 86

2007年（2007年再評価） F30%SPR(0.35) 505 151 132

2007年（2008年再評価） F30%SPR(0.34) 461 133 111 166

2008年（2007年当初） F30%SPR(0.35) 449 132 113

2008年（2008年再評価） F30%SPR(0.34) 383 101 84

1;ABClimitに対する資源管理基準（略号）とそれに相当するF値（年あたり）

資源量、漁獲量、ABCの単位：トン、漁獲量は暫定値

 

6．ABC 以外の管理方策への提言 

近年の漁獲死亡係数の変化を見ると、高齢魚には高い漁獲圧がかかっている反面、若齢

魚に対しては比較的低い。そのため、年齢別にかかる漁獲圧が現状の状態であれば、資源

は微増で推移していくものと考えられ、若干漁獲努力を減らすことにより、資源は徐々に

回復していくと考えられる。ただし、現状では加入量を予測することができないため、こ

れは近年と同レベルの加入が続くと仮定したときの予測である。1990 年代半ばから後半に
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連続して発生した卓越年級も高齢となり、今後はそれらの子世代が親魚の中心となってく

る。2003～2005 年には比較的大きい加入があったものの、2006 年の加入は少なく、2007

年もやや少ないと推定されており、親魚量や産卵数は今後減る可能性もある。過去の資源

の変動パターンから見て太平洋北部のヤナギムシガレイ資源は卓越年級の発生によって大

幅に増加している。1980 年代後半から 1990 年代前半に見られた、沖底の漁獲量が 20 トン

を切るといった超低水準の資源状態になることを避けるためにも、加入状況を早めに把握

し、加入が悪いときにはより一層若齢魚の漁獲を制限し、親魚になるまで保護する努力が

必要となるだろう。 
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は以下の式で求めた。 

Na,2007=Ca,2007 exp(M/2)/(1-exp(-Fa, 2007)) 

N5+,y＝C5+,y/(C5+,y+C4,y) × N5+,y+1 × exp(M)+C5+,y × exp(M/2) 

N4,y=C4,y/(C5+,y+C4,y) × N5+,y+1 × exp(M)+C4,y × exp(M/2) 

ターミナル F を除く漁獲死亡係数 F 値の計算は以下の式で求めた。 

Fa,y=-ln(1-(Ca,y exp(M/2) /Na,y)) 

最高齢の F は最高齢－1 齢魚の F と等しくなるように探索的に求め、2007 年の Ft は過

去５年間の平均値とした（表 5）。 

ヤナギムシガレイは 20 年以上生きることも報告されているが、2002～2007 年に漁獲、

年齢査定された約 7,640 個体のうち、11 歳以上の個体は 21 個体と少なかった。そこで寿命

を 10 年と仮定し、田内・田中の式（田中 1960）より自然死亡係数は 2.5/10=0.25 で一定と

した。 
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